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修士論文要旨
性周期に伴うメタ認知の違いと月経前症候群
Metacognitive Difference in Premenstrual Syndrome associated with Menstrual Cycle
友惠　眞理子（Mariko Tomoe）　　指導：熊野　宏昭
問題と目的：月経前症候群（Premenstrual syndrome : 
PMS）は，「月経開始の３～10日位前から始まる精神的，身
体的症状で月経開始とともに減退ないし消失するもの（日
本産科婦人科学会，2013）」であり，反芻（Craner et 
al.,2015），不適切な対処行動の使用（Craner et al., 2014；
秋元ら，2009），認知機能の変化（Reed et al., 2008）が病
理的特徴である。これらの特徴を中核的な問題と捉えるメ
タ認知療法（Metacognitive therapy：MCT）は，メタ
認知的信念により生じる非適応的な認知処理（反芻・心配，
注意バイアス，役に立たない対処行動など）である認知注
意症候群（Cognitive Attention Syndrome：CAS）によ
り，精神障害を発症・維持すると考える（今井・今井，2012；
Wells, 2009）。本研究では，PMSの病理的特徴はメタ認知
理論で重視している点と関連があることから，CAS（反芻・
怒り反芻），反芻に関するメタ認知的信念，注意制御機能を
取り上げ，性周期より差異を伴う・伴わない要因を考慮し，
MCTにおけるPMSの病理モデルを検討する。
目的：【研究１】PMSの発現・維持のメタ認知モデルを作
成し，卵胞期と黄体期のプロセスの違いを明らかにする。
【研究２】性周期および年間を通したPMSの重症度による
メタ認知モデルのプロセスの違いを検討する。【研究３】注
意制御機能の高低が，性周期に伴い調整変数としてPMSの
メタ認知モデルに影響しているかを検討する。
方法：【対象者】18歳～40歳の成熟期の女性。質問紙また
はリアルタイム評価支援システムにより調査。374名を分析
対象とした（卵胞期172名，黄体期202名，平均年齢23.62±
4.58歳）【調査材料】①フェイスシート②月経随伴症状日本
語版（MDQ; 秋山・茅島，1979）③Positive Beliefs about 
Rumination Scale 日本語版（高野・丹野，2010）④
Negative beliefs about depressive rumination 
questionnaire 日本語版（長谷川ら，2011）⑤Rumination-
reflection Questionnaire 日本語版（RRQ; 高野・丹野，
2008）⑥日本語版怒り反すう尺度（八田ら，2013）⑦能動
的注意制御尺度（VACS; 今井ら，2015）⑧PMDD評価尺
度 （宮岡ら，2009）【分析方法】統計解析ソフトSPSS（Ver. 
21.0）とAMOS（ver. 21.0）を用いて相関分析，２要因の
分散分析，共分散構造分析，多母集団同時分析を行った。
結果と考察：【研究１】（１）PMSの病理モデルとして，（A）
PBRS，NBDRQからCAS，（B）NBDRQからVACS，VACS
からCASの２通りを経て，CASから月経随伴症状を生じる
プロセスが示された（Fig. １）。（２）黄体期にはVACSの
作用がCASや月経随伴症状へ影響することが示された。
【研究２】性周期と年間を通したPMSの重症度の高低によ
り４群に分けて多母集団同時分析を行った。（３）月経随伴
症状は性周期よりも，性周期により差異を伴わないメタ認
知的信念，CASの程度の強さと，CASから月経随伴症状へ
の関連性の強さが影響している，（４）黄体期に転換的注意
を高められることがPMS低群であることと関連している
可能性，が示唆された。【研究３】Fig. １と対比させて，注
意制御機能を調整変数としたPMSの病理モデルを作成し，
性周期とVACS高低により４群に分けて多母集団同時分析
を行った。（５）ポジティブなメタ認知的信念がCASを強
める役割を持つ，（６）月経随伴症状は性周期よりも注意制
御機能の影響が大きい，と示された。注意制御機能はCAS
や月経随伴症状を表す変数の強さだけでなく，性周期に伴
う変数間の関連性の強弱にも影響を与え，PMSのメタ認知
モデル全体の構造に影響を与え，PMSの発現・維持を調整
していると考えられた。
Fig.１　PMSのメタ認知モデル
総合考察：PMSの低減として，①年間を通してのPMS重症
者に対し，メタ認知的変数を低減させる目的で，メタ認知
的信念，CASに介入する，②黄体期に転換的注意を高めら
れることがPMSの症状の低さと関連する可能性を考え，注
意訓練等を実施する，③性周期に関わらず注意制御の能力
が低い者に対し，PMSの症状とそれと関連するメタ認知的
変数を低減し，安定化させる目的で，注意制御を高める介
入をする，④性周期に関わらずに注意制御が低い者に対し，
反芻に対するポジティブなメタ認知的信念を低減させるこ
とが，CASの改善に対して持つ効果が大きい可能性を考
え，ポジティブなメタ認知的信念に介入することが考えら
れる。
